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慢性複雑性尿路感染症 におけ るCeftazidime (SN401)の 臨床的検 討

植 田 省 吾.江 藤 耕 作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任毒江藤耕作教撰)

1. Ceftazidime(CAZ,SN401)を 慢性複雑性尿路感染症21例(慢 性腎盂腎炎7例,慢 性膀胱

炎14例)に 使用 した。

2. 投与方法は1日19ま たは29を 朝夕2回 に分けて点滴静注にて5日 間連続 して投与した。

3. 総合臨床効果では20例 中,著 効3例,有 効11例,無 効6例 で総合有効率は70.0%で あ

った。

4. 細菌学的には24株 中14株(5&3%)の 消失率であった。

5. 副作用では1例 に頭痛がみられたが,本 剤投与中止にて速やかに改善し,臨 床検査値に異常

は認められなかった。

Ceftazidime (CAZ, SN401)は 英国Glaxo社 で開発

されたアミノチアゾール基をもつセフ ロスポ リソ剤

で,グ ラム陽性菌に対する抗菌力はやや弱いが,グ ラム

陰性菌に対しては,強 い抗菌力を有し,P.aeruginosa,

ブドウ糖非発酵菌,Serratiaに 対 しても強い抗菌力を

有する。

今回,わ れわれはCeftazidimeの 慢性複雑性尿路感

染症に対する臨床効果および副作用について検討を行な

ったので報告する。

I. 対象および方法

対象は1981年9月 より1982年2月 までの6か 月間に

久留米大学附属病院泌尿器科入院中の慢性複雑性尿路感

染症を有する21例 で,男 子17例,女 子4例 であった。

年齢は32歳 から84歳 に分布 し,慢 性腎盂腎炎7例,

慢性膀胱炎14例 である。基礎疾患では,膀 胱腫瘍8例,

前立腺肥大症3例,尿 道狭窄2例,先 天性水腎症2例,

前立腺癌2例,腎盂 腫瘍,膀 胱結石,後 腹膜腫瘍,腎 腫

瘍がそれぞれ1例 ずつであった。

投与方法はCAZ1日19を8例 に,1日29を 13例

に,それぞれ朝夕2回 に分けて,点 滴静注 にて 使用 し

た。

1例は副作用のため途中で投与を中止 し,他 の20例

は5日間使用して臨床効果の判定を行なった (Table1)。

効果判定はUTI研 究会によるUTI薬 効評価基準第

2版1)および補遺2)に 基づいて行なった。

II. 成 績

1. 臨床効果

効果判定可能のCAZ投 与例20例 中,著 効3例 (150

%).有効11例(55.0%),無 効6例(30.0%)で 総合有

効 率 は70.0%で あ った 。 膿 尿 に つ い てみ る と正常 化9

例(45.0%),改 善4例(20.0%),不 変7例(35.0%)

で 正 常 化 お よび 改善 が65.0%で あ っ た。 細 菌 尿 につ い

て み る と,陰 性 化9例(45.0%),減 少3例 (15.0%),

菌 交 代2例(10.0%),不 変6例(30.0%)で,対 象 症

例 を 考 え る と,ほ ぼ 満 足す べ き成 績 で あ った (Table2)。

疾患 病 態 群 別 では,第1群 では 有 効8例,無 効2例 。

第2群 に は対 象 症 例 は な く,第3群 は 有 効1例,無 効1

例 。 第4群 は著 効2例,有 効1例,無 効1例 。 第5群 は

著 効1例,有 効1例,無 効1例 。 第6群 は無 効1例 で あ

った 。 単独 感 染 では16例 中12例(75.0%)混 合 感 染

で は4例 中2例(50.0%)の 有 効 率 で あ った (Table3)。

2. 細菌 学 的 効果

S.faecalisは4株 中1株 しか 除 菌 されず, S.aureus

は2株 中2株 が 除 菌 され たが,s.epidermidisは, 1株

が 存続 し,グ ラ ム陽 性球 菌 群 では,7株 中3株 (42.9%)

と低 い除 菌 率 で あ った 。グ ラ ム陰 性桿 菌 群 では K.Pneu-

moniae, K.Ozaenae, P.mirabilis, E.aeragenesは 全

株 除 菌 され た が,E.cloacmの2株, E.agglotnerans

の1株. S.marcescensの2株, P.aeruginosaの 1株

が 存 続 し,17株 中11株(64.7%)が 除 菌 され た 。

全 体 で は24株 中14株(5&3%)が 除 菌 され,や や

低 い除 菌 率 で あ ったが,こ れ は投 与 前 分 離 菌 の うち グ ラ

ム陽 性球 菌 が7株(29.2%)を 占 め,こ の 除 菌 率 の低 さ

と,E,cloacaeの 除 菌 率 の低 さ(33,3%)が 影 響 した も

の と考 え られ た(Table4)。

投 与後 出現 菌 では,s.faeCalis8株(61.5%), s.epi.

dermidis2株(15。4%)と2菌 種 で 全 体 の76.9%を 占

め,グ ラム陽 性 球 菌 の投 与後 出現 が 目立 った (Table5)。
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Table I Clinical summary of complicated un cases treated with CAZ

*
Before trGatment

/ After trcatment

C.C.P. : Chronic complicated pyelonephritis 

C.C.C. : Chronic complitated cystitis
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Table 2 Overall clinical efficacy of CAL in complicated UTj 

(0.5 or 1.0g •~ 2/day, 5 days treatment)

Table 3 Overall clinical efficacy of CAZ classified by type of infection
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Table 4 Bacteriological response to CAZ 
in complicated UTI

* Persisted: regardless of bacterial count

Table 5 Strains * appearing after CAZ treatment 
in complicated UTI

* Regardless of bacterial count

本 剤 投 与前 後 に分 離 され た菌 株 に対 す るCAZ, Cefo-

taxime (CTX), Ceftizoxime (CZX), Cefmenoxime (C

MX), Latamexef (LMOX), Cefsulodin (CFS), Gen-

tamicin (GM)のMICを 検 討 して み る と,S.faeca-

lisは106 cells/ml, 108cells/mlい ず れ に お い て も,

本 剤 は 多 くは100μg/ml以 上 のMICで あ り,他 剤 も同

様 の傾 向 で あ り,E.cloacaeも 本 剤,他 剤 とも多 くの 株

で100μg/ml以 上 のMICで あ っ た。

S.marcescensは106cells/mlで,CAZは 全 株 と も

6,25μg/ml以 下 に あ った 。P,aeruginosaは, 106 cells /

mlで も,108cells/mlで もCAZは3.13μg/ml以 下

に あ り,他 の 第3世 代 セ フ ァ ロス ポ リン剤 に比 較 して,

3管 ほ ど低 く,CFSと は 同 等,GMよ りは1管 ほ ど良

い結 果 で あ った(Table 6)。

3. 副 作 用

自 覚的 には 症 例19に お いて,本 剤 投 与後2日 目に頭

痛 ・フ ラツキ 感 が み られ,投 与3回 に て 中 止 した。 本 症

例 は,併 用 薬 剤 もな く,本 剤 投 与 中 止 に て速 や か に症 状

の 改善 がみ られ,本 剤 に よる副 作 用 と思 われ た。 投 与 中

止直 後,10日 後 の 血 液 生 化 学 的 検 査 に お い て は 異常 は

認められていない。他の 症例には 自他覚的異常は認め

ず,血 液生化学的には症例7, 15, 17に 投与後の臨床検

査値で汎血球減少症がみられたが.基 礎疾患によるもの

と考えられた。症例11に おいて,GOTIお よびAl-Pの

上昇がみられたが,本 症例は前立腺癌であり,これに対

してホンパン〓を使用 してお り,本 剤投与萌よりGOT

の変動がみられてお り,ま たAl-Pの 上昇は骨転移によ

るものと考えられた。症例20に おいてCrの 上昇がみ

られたが,本 症例は腎動脈硬化症による腎機能低下があ

り,平 常でも2.0mg/dl程 度のCr値 の上昇がみられて

お り,本 剤とは関係なしと思われた。

以上の5症 例に本剤投与後の臨床検査値に異常が認め

られたが,い ずれも本剤とは関係 た しと考 えられた

(Table 8)。

III. 考 察

現 在,Opportunistic infeetionの 原 因菌 であるSer-

ratia sp., Pseudemonas sp.に 対 す る抗菌剤の開発が

盛 ん に 行 なわ れ て い る。P.aeruginosaに 対 してCFS

が 登 場 した が,narrow spectrumと い う欠点があ り,

ま た,Serratia sp.は ま だ 多 くの 薬剤 に対 して耐性菌

で あ る。

CAZは β-lactamaseに 対 して 極 めて安定 で,腎 排泄

型 のbroad spectrumを 有 す るセ フ ェム系薬剤 である。

CAZはCFSよ りbroad Spectrumで,P.aerugisosa

に 対 して も優れ た抗 菌 力 を 有 し,Serratia sp.に 対し

て も他 の β-lactam剤 と比 較 して 強 い抗菌力 を示す。

また 一 方,グ ラム陽 性 菌 に対 して はや や抗菌力 が弱いと

い う欠 点 が あ る3～6)。

今 回,わ れわ れ は慢 性 複雑 性 尿路 感 染症 に零剤を使用

し,総 合 有 効 率70.0%と 良好 な成 績 を得 た。 これは,

全 国集 計(77.6%)と 比 較 す る とやや 低い有 効率であっ

た疾 患 病 態 群 別 で は,単 独 感 染 で75.0%,混 合感染で

50.0%の 有 効 率 で 全 国 集計 の単独 感 染81.7%混 合感染

69.1%と 比 較 して 混 合感 染 は 低 い有 効率 であ った6)。

無 効 例 につ い て 細菌 学 的 効 果 よ り検討 し て み る と,

S.faecalisの3株,E.cloacae, E.agglomerans, S.

marcescens, P.aeruginosaの そ れ ぞ れ1株 が存続し

た た め で あ り,特 に 投 与 前 分離 菌 のS.faecalis4株

(16.7%)が 影 響 した もの と考 え られ た。

分離 菌 全 体 に つ い てCAZの 細菌 学的 効果 についてみ

る と,グ ラム陽 性 菌 に 弱 く,グ ラム陰性 菌 に対 しては強

い 抗菌 力 を有 す る こ とがわ か る。 これ はMICと もよく

相 関 を 示 して い た。 特 にS.marcescenSに ごはCZXと,

P.aeruginosaに はCFSと 同等 で あ り,現 在難治性慢

性 複 雑性 尿路 感 染 症 の 主 体 を な す これ ら2菌 種に対 し

て,CAZは 有 用 な薬 剤 とな る と考 え られ る。
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Table 6 Sensitivity of clinically isolated strains
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しか し,CAZは グ ラ ム 陽性 菌 には 抗 菌 力 が 弱 く,今

回の使用経験 で も,S.faecalisを 主 とす る グ ラム陽 性

菌が,投 与後 出現 菌 と して13株 中10株 (76.9%) を

占めることは注 目に値 し,本 剤 使用 に あ た って は,そ の

抗菌スベ ク トラムを充 分考 慮 の うえ,使 用 す る こ とが重

要であると考 える。
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CLINICAL STUDIES ON CEFTAZIDIME (SN401) IN CHRONIC 

COMPLICATED URINAY TRACT INFECTIONS

UEDA SHOGO and KOSAKU ETO 

Department of Urology, Faculty of Medicine, Kurume University.

Ceftazidime (CAZ, SN401) was administrated to 21 patients with chronic complicated urinary tract 
infections by intravenous infusion twice a day at a dose of O. 5 or 1 g for 5 days, and its availability 
and safety were examined. 

The cases consisted of 7 cases of chronic pyelonephritis and 14 cases of chronic cystitis. 
As CAZ was discontinued in 1 case due to side effect, clinical efficacy of CAZ was evaluated in 

20 cases. The clinical efficacy of CAZ was evaluated to be excellent in 3 cases, moderate in 11 
cases and poor in 6 cases. 

Overall clinical effectiveness rate was 70. 0 per cent in this study. 
Bacteriologically, out of 24 strains isolated before the administration, 14 strains (58. 3%) were eradica-

ted after treatment. 
As to side effect, headache was noticed in 1 case but this symptom disappeared rapidly on withdrawal 

of the drug. 
There were no abnormal laboratory findings in any case throughout this study.


